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グルタルアルデヒドを使用する内視鏡洗浄室の環境改善 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・グルタルアルデヒド 

・内視鏡室 

・排気装置 

 
5・6・7・8 

改善・取組

みの背景と

課題 

 厚生労働省より、「医療機関におけるグルタルアルデヒドによる労働者の健康障害防

止について」（基発第 0224007、平成 17 年 2 月 24 日）の通達が出され、事業者はグ

ルタルアルデヒドを使用して消毒作業が行われている屋内作業場においては、空気中の

グルタルアルデヒドの濃度測定および測定結果に基づく措置、健康管理、労働衛生教

育を実施することが求められている。グルタルアルデヒドを使用している内視鏡室で働く医

療従事者が、気分不良を訴え、救急外来を受診したことを契機に、内視鏡室の換気な

どの改善を検討した。 

 

 

 

 

改善・取組

みの着眼点 

グルタルアルデヒドの健康障害（問診など） 

グルタルアルデヒドの環境測定 

グルタルアルデヒドを使用する内視鏡洗浄機の隔離 

グルタルアルデヒドの健康障害防止に有効な換気装置 

 

 

 

 

 

 

 

改善・取組

みの概要 

１．内視鏡室の職場巡視：職場環境（排気装置の稼働状況など）、医療従事者の作

業内容および作業方法（とくにグルタルアルデヒドの取扱い） 

２．グルタルアルデヒドの環境測定（レンタルによる簡易測定器（写真参照）および高速

液体クロマトグラフィー） 

３．グルタルアルデヒドを使用する内視鏡洗浄機の隔離 

４．排気装置の増設 

 



写真・図表・ 

イラスト 

左図：改善前、番号の場所でグルタルアルデヒドを測定 

右図：改善後、番号の場所でグルタルアルデヒドを測定、洗浄機を隔離し、排気装置 

   （写真）を増設 

 

 

効  果 

１．職場環境改善後、医療従事者に気分不良の訴えが減少したが、完全にはなくなら

なかった。再度の職場巡視で、流しに置かれた内視鏡用備品の消毒にグルタルアル

デヒドを使用しており、その保存容器が密閉されていないことを確認したので、密閉の

徹底を指導した。しかし、グルタルアルデヒドの健康障害を無くすことは困難と考え、

最終的にフタラールに変更した。 

２．簡易測定器による最高濃度はＢ測定で 3.25ｐｐｍであったのに対し、高速液体クロ

マトグラフィーによる測定の最高濃度は 3.97ｐｐｂであったが、経済的理由で測定回

数が少なく高濃度の時期に測定していない可能性もある。 

３．洗浄機をその他の作業場から隔離し、排気装置を増設したことにより、フタラールに

変更後も予期できない健康障害の防止に効果的と思われる。 

この GPS か

ら学ぶための

ヒント 

１．定期健康診断時、職場環境および自覚症状の関係など評価する。 

２．今回、内視鏡洗浄機の蓋のパッキング用ゴムが劣化しており、高濃度のグルタルアル

デヒドを吸入し、健康障害がたまたま発生したため環境改善が緊急に実施された

が、職場巡視の段階で改善することが望ましい。 

３．排気装置、部屋による隔離だけでなく、医療従事者の作業内容・方法等にも注意

する必要がある。 

４．有害物質を取り扱う場合、その健康障害や代替物質の最新情報を入手する。 

５．非常勤職員の増加に伴い、健康診断や労働衛生教育などの周知および実施をき

め細かく計画する。 
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